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1．はじめに 

本学科のプログラミングの授業は反転授業[1]

で行っている．授業中はアクティブラーニング

の指導のために，5～8 名程度の学生グループに

対して 1 名の SA(Student Assistant)を採用して

いる．教員による学生の課題の進捗状況の把握

と教員・SA 間での学生の情報共有が難しいとい

った問題がある．この問題を解決するシステム

を構築することが本研究の目的である． 

学生の学習進捗状況を把握することを目的と

した従来の研究[2,3]では，学生の操作ログやエ

ラーログを解析するアプローチが取られている．

これに対して，本研究の対象授業では，数名程

度の学生グループを 1 名の SA が担当することが

特徴であるため，SA が収集した情報をシステム

に入力することで，学習進捗状況の情報共有を

図る． 

2．対象となる授業 

対象授業はプログラミングの反転授業で，学

生は事前に講義ビデオを視聴し，授業中には個

別学習とグループ学習で複数の課題に順次取り

組む．各グループは 1 名の SA が担当し， SA は

学生への学習活動の指示，課題のチェック，学

生からの質問への対応を行う．また，学生の学

習活動の状況を把握し，「SA シート」と呼ぶ紙

のシートに学生の活動状況を記入する． 

SA シートは学生の理解度や学習態度を中心に

記録するものである．SA シートには，事前課題

ワークシートの提出状況，グループ活動参加の

有無，各課題の理解度，学習態度，所見などを

記入する．現状では授業後に SA シートを PDF 化

して担当教員が学生の活動状況を把握している． 

3．システムの概要 

 学習進捗状況を把握し，教員・SA 間で情報共

有するために，進捗状況管理と先に述べた SAシ 

 

 

 

 

 

ートの電子化を行う．進捗状況管理では授業の

各回ごとでどの課題まで進んでいるかを把握で

きるようにする．また，質問や課題のチェック

希望などの指導待ちの学生を把握できるように

する．さらに SA シートを電子化することで，学

生の理解度の情報共有を行う． 

本研究では，学生の課題の進捗状況を管理す

る進捗状況管理，SA が入力した理解度の情報

（SA シート）を管理する理解状況管理，授業日

や課題数などを管理する授業情報管理の 3 つの

機能を持つシステムを開発する． 

4．進捗状況管理 

 1 つの課題に対して学生の学習状況を表すステ

ータスは 5 つあり，それらの関係を整理したも

のが図 1 である．「未着手」，「取組中」，

「質問」，「チェック希望」は学生が入力を行

い，「完了」は SA が入力を行う．これらの情報

を学生ごと，あるいは課題ごとに集計して表示

する． 

4.1．学生による進捗状況入力 

学生はシステムにログイン後，授業のページ

を表示させた状態で課題に取り組む．授業のペ

ージにはその授業で出題されている課題の個数

分のプルダウンが表示されており，学生は課題

のステータスを設定しながら演習を進める． 

 

 
図 1 学生の学習状況の状態遷移図 

 

4.2．学生ごとの進捗状況の表示  

 図 2 は SA が利用する学生ごとの進捗状況画面

の例である．図 2 では 3 つの課題があり，各課

題にステータスが表示され，チェック欄がある． 

学生や SA がステータスを変更すると，自動的に
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このページに反映される．チェック欄にチェッ

クを入れるとステータスが「完了」に変わり，

学生はステータスの変更ができなくなる．また

ステータスによって色分けして表示する．「未

着手」「取組中」は白，「完了」は緑，「チェ

ック希望」「質問」の最初は黄色，3 分でオレン

ジ，5 分で赤と指導待ちのステータスになってか

らの経過時間により色を変える．SA には担当す

るグループの学生のみが表示されるが，教員に

はクラス全員の情報が表示される． 

 

 
図 2 進捗状況画面の例  

 

4.3．課題ごとの進捗状況の表示 

課題ごとの進捗状況画面では，課題ごとにク

ラス全員のうち各ステータスの学生が何人いる

かを表示することで，全体の進捗を把握する．  

また，指導待ち（質問，チェック希望）の学

生の学籍番号，名前，座席番号，待ち時間を表

示する．教員は，これらの情報を授業運営に役

立てる． 

5．理解状況管理 

理解状況は電子化された SA シートにより管理

する．SA は学生の課題をチェックした後や授業

終了後に SA シートに入力する．課題の理解度は

SA の見立てにより，7 段階で入力する．学習態

度については，学生の状況の記述から該当する

ものにチェックをつける．例として「SA に質問

した」，「早く終わった」などがある． 

SA シートを電子化することで情報を入力した

時点で教員・SA 間での情報共有が可能になった． 

6．試用実験 

6.1.試用実験の概要 

 システムの改良を行いながら，2 年生の情報科

学コースに設定された Java によるプログラミン

グ科目の 4 回の授業で試用した．履修者は 20 名

程度，SA は 3～4 名，1 グループの学生は 5 名～

7 名であった．1 回目の試用と 4 回目の試用の後

にアンケートを行った． 

6.2.進捗状況把握についての有用性  

 4 回の試用の後，教員・SA にヒアリングを行

った．教員から「学生一名ごとの進捗状況が確

認できわかりやすい」という意見を得た．4 名の

SA からも進捗状況の把握がしやすいというポジ

ティブな意見が出された． 

6.3.システムの使いやすさ 

 4 回の試用の後の学生へのアンケートで「シス

テムは全体として使いやすいですか」という質

問に対して 4 件法で回答を求めた．回答者は 19

名で「使いやすい」9 名，「やや使いやすい」9

名，「やや使いにくい」1 名であった．1 回目か

ら 3 回目の試用で SA からの使いにくさについて

の指摘を受けて修正を施した．4 回目の試用では

SAから使いにくいという意見はなかった． 

6.4.システムを使った挙手 

 アンケートの自由記述において「システムを

使って挙手をするのが面倒」「直接声をかけた

い」と記述した学生が 3 名いた．また，実際に

システムを使わず声をかけていた学生もいた． 

 1 回目のアンケートの中で「SA を直接呼ぶの

と，システムでチェック希望や質問を伝えるの

とどちらが良いですか」という質問に 4 件法で

回答を求めた．回答者 20 名のうち 4 名が「やや

システム」と回答しており，システムを使った

挙手を好む学生も一定程度いた．この質問の回

答結果と「他人に話しかけるのは得意ですか」

という質問の 4 件法での回答結果との相関係数

は 0.704 であった．このことから，他人に話し

かけるのが不得意な学生はシステムでの回答を

好む傾向にあることがわかった． 

 SA の立場からは，システムを使うと指導待ち

の学生の把握に便利であることがわかった． 

7.おわりに 

 SA が小グループを担当する授業での学習進捗

状況管理システムを提案した．今後，実用レベ

ルで使用することで，詳細な評価を行いたい． 
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